
 

 

　 

～中山間地域の価値を再認識し、守っていく重要性をみんなで共有する～ 

「中山間地域の未来を考えるシンポジウム」を開催します 

日時：令和６年３月 23 日（土）13 時から　　　場所：三次市十日市きんさいセンター  

 

急速な人口減少と高齢化が進む中山間地域における地区・集落の実態を踏まえ、県では、昨

年６月に有識者で構成する集落対策に関する検討会議を設置しました。この会議では、住民が

安心して暮らし続けられるための対策等について検討が重ねられ、本年２月に最終取りまとめが

行われました。 

この最終取りまとめを踏まえ、今後、集落対策を推進していくためには、多くの方々と中山間地

域の価値を再認識し、守っていく重要性をみんなで共有することが必要です。 

このため、中山間地域の価値を再認識し、みんなで考えていく契機として、多様な登壇者の参

加によるシンポジウムを開催することとしました。 

ぜひ、貴メディアにおかれては趣旨をご理解いただき、取材いただきますようお願いします。 
 

【シンポジウム概要】　（※別添チラシ添付） 

日  時　令和６年３月 23 日(土)　13 時～15 時 40 分（開場 12 時 30 分） 

場  所　三次市十日市きんさいセンター（三次市十日市南 1 丁目 2−18） 

次　 第 

　（１）基調講演 

　 　演題：「中山間地域の集落が果たす役割と未来への対応」 

    　　　 　　講師：作野　広和氏（島根大学教育学部教授・広島県集落対策に関する検討会議座長） 

　　　　（２）パネルディスカッション 

　　　　　　　　　テーマ：「地域住民が暮らし続けられる集落へ　～その価値を将来へつなぐ」 

【登壇者（７名）】 

作 野 　 広 和　氏（島根大学教育学部教授・広島県集落対策に関する検討会議座長） 
さ く の ひ ろ か ず

浦 田 　 愛　氏（NPO 法人ほしはら山のがっこう事務局長、 
う ら た あい

広島県集落対策に関する検討会議構成員） 

宮 野 　 元 壮　氏（元神石町長・ながの村自治振興会長） 
み や の げ ん そ う

黒 川 　 章 男　氏（NPO 法人狩留家理事長） 
く ろ か わ の り お

今 田 　  順　氏（地域価値共創センター ディレクター） 
い ま だ じゅん

福 岡 　 誠 志　氏（三次市長） 
ふ く お か さ と し

湯 﨑 　 英 彦　　（広島県知事） 
ゆ ざ き ひ で ひ こ

　　　　　　　　【コーディネーター】城 戸 　 収　氏（中国新聞社）　 
き ど おさむ

詳細はこちらから。中山間地域の未来を考えるシンポジウムで検索 

（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/35/symposium.html）　 

資　料　提　供 
令和６年３月 19 日 
課  名：中山間地域振興課 
担当者：藤谷 
内  線：２６３１ 
電  話：082-513-2636



 

（別紙） 

 

取材を希望される場合は、３月 22 日（金）12 時までにご連絡ください。 

 

＜取材申込書＞ 

広島県地域政策局　中山間地域振興課　平野・藤田　宛 

メール  chichusankan@pref.hiroshima.lg.jp 

 

 

 中山間地域の未来を考えるシンポジウム 

●　日時：令和６年３月 23 日（土）13：00～15：40 （開場 12 時 30 分） 

●　場所：三次市十日市きんさいセンター（三次市十日市南 1丁目 2−18）

 

貴社名（局・媒体名）

 

 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 

代表者氏名

 
参加人数

 
代表者の連絡先

 
カメラの有無 

※〇を記入してくださ

い

スチールカメラ　　台

 
ムービーカメラ　　台

 
カメラなし

 

その他

※掲載・放送予定等も現時点でわかればご記載ください。 

 

 






